
２
０
１
５
年
春
闘
は
、
３
月

18日
に
一
斉
に

回
答
が
示
さ
れ
、
日
立
は
年
間
一
時
金
５
．
７

２
ヵ
月
、
賃
金
改
善
額
３
０
０
０
円
の
回
答
で

し
た
。

日
立
の
回
答
は
現
行
の
方
式
の
元
で
は
過
去

最
高
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
賃
金
は

昨
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
消
費
税
増
税
や
円
安

に
よ
る
輸
入
品
の
物
価
上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ

り
前
年
比
２
．
５
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

３
年
連
続
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
回
答

は
賃
上
げ
を
実
感
で
き
る
水
準
に
は
ほ
ど
遠
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

日
立
グ
ル
ー
プ
各
社
の
回
答
状
況
を
見
る
と
、

回
答
の
水
準
に
グ
ル
ー
プ
内
で
大
き
な
格
差
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｍ
（
裏
面
参
照
）
の
導
入
な
ど
を
は
じ

め
、
日
立
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
経
営
や

人
事
制
度
の
統
一
を
推
進
し
て
い
る
中
で
、
所

属
し
て
い
る
会
社
に
よ
っ
て
大
き
な
処
遇
の
差

が
生
じ
て
い
る
現
在
の
状
況
は
、
早
急
に
改
善

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
立
は
過
去
最
高
の
業
績
を
更
新
し
て
い
ま

す
が
、
売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
中
で
人
減
ら
し

と
経
費
削
減
に
よ
っ
て
利
益
を
増
や
し
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。
こ
う
し
た
経
営
の
在
り
方
に

は
、
将
来
に
対
す
る
不
安
が
付
き
ま
と
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ト
ラ
（
Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
）
な
ど
に
よ
る
過
度
な
経

費
削
減
に
よ
っ
て
働
き
が
い
が
そ
が
れ
て
い
る

こ
と
も
、
大
き
な
問
題
で
す
。

安
心
し
て

や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
が

で
き
る
職
場

環
境
を
作
り
、

よ
り
良
い
製

品
の
提
供
を

通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
、

健
全
な
経
営

を
目
指
す
こ

と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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実感できる賃上げと、将来性のある経営を！222200001111５５５５年年年年
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日立製作所及びグループ会社では、順次日立グ

ローバルパフォーマンスマネジメント(GPM)が導

入されることになりました。

評評評評価価価価のののの仕仕仕仕方方方方ににににつつつついいいいてててて

従来の目標管理制度は、個人の成長促進を目的

とし、業務遂行力アップのための目標を個人が設

定し、目標の難易度と達成度によって個人の成果

を管理するものでした。それに対し、今後は、組

織目標に関連付けて個人目標が設定されます。組

織の目標は、職場の目標のみならず、日立グルー

プ全体の目標と連動化されます。成果主義がより

一層強化されたものと見られます。

「「「「人人人人」」」」基基基基準準準準かかかからららら「「「「仕仕仕仕事事事事」」」」基基基基準準準準へへへへ

今回の変更のポイントは、評価が「人」基準か

ら「仕事」基準になると説明されています。従来

の「人」基準の評価は、結果として年齢別の生計

費に見合う賃金という側面ももっていました。

「仕事」基準のグローバルスタンダードは、ILO

も提唱している「同一価値労働同一賃金」です。

そこには生活を維持する社会保障が、前提として

なければなりません。また「仕事」基準の賃金は、

基本的に産業別に決定される賃金です。１企業だ

けが「仕事」基準と言っても、絵に描いた餅に過

ぎないでしょう。

労労労労働働働働組組組組合合合合ははははどどどどここここへへへへ？？？？

日本の高度経済成長時代の「三種の神器」は、

「終身雇用」「年功序列」「企業内労働組合」で

したが、これをグローバル人財マネジメントの新

たな「三種の神器」に変えるとしています。

賃金は企業だけが決めるものではありません。

春闘をはじめとした賃金交渉によって決まります。

そこには労使の力関係が大きく影響します。日本

の労働者の賃金が長期にわたり低下してきた原因

は、非正規労働者の増加と、労働組合がストライ

キも行えないほど弱体化していることです。

人人人人がががが破破破破壊壊壊壊さささされれれれるるるる！！！！

成果主義の導入は、うつ病等の精神疾患を増大

させました。会社の利益のために、人が破壊され

る社会ではなく、人が大切にされる経営こそが求

められています。

職
場
で
は
受
注
減
が
深
刻

化
し
、
近
日
中
に
連
続
稼
働

中
の
製
造
機
械
を
全
機
停
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

停
止
期
間
は
短
い
で
す
が
、

通
常
、
設
備
の
全
停
止
は
、
大
型
連
休
の
前
後

に
し
か
行
わ
な
い
た
め
、
製
造
に
関
わ
る
作
業

者
た
ち
は
困
惑
し
て
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

職
場
で
は
、
仕
事
が
無
い
日
が
し
ば
ら
く
続
く

た
め
、
ど
う
過
ご
す
か
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

（
日
立
関
連
）

育
児
休
暇
中
で
、
午
前
中
は
、
朝
食
と
昼
食

の
用
意
を
し
て
、
子
供
と
一
緒
に
育
児
支
援
教

室
（
保
育
園
や
リ
ズ
ム
体
操
）

に
通
っ
て
い
る
。
他
の
子
の

母
親
ら
か
ら
は
、
「
あ
な
た

の
子
供
さ
ん
の
表
情
が
豊
か

に
な
っ
た
」
「
私
の
子
は
、

普
段
、
男
性
と
接
す
る
機
会

が
少
な
い
か
ら
あ
り
が
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。

男
性
が
育
児
を
行
い
、
子
供
と
一
緒
に
い
る
こ

と
の
意
義
を
実
感
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
多

く
の
父
親
が
、
仕
事
の
た
め
に
育
児
の
時
間
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

（
日
立
関
連
）

職
場
の
飲
み
会
で
の
話
「
春

闘
で
ベ
ア
が
あ
っ
て
も
、
格
付

け
の
上
限
な
の
で
、
ベ
ア
の
恩

恵
は
な
い
」
「
定
年
間
近
な
の
に
百
時
間
近
い

残
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。
身
体
が
も
た
な
い
の
で
、

延
長
せ
ず
に
退
職
す
る
」
「
組
織
変
更
が
頻
繁

に
あ
り
、
転
籍
や
転
属
で
安
心
し
て
仕
事
で
き

な
い
。
転
籍
な
ど
で
単
身
赴
任
に
な
っ
た
ら
と

家
族
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
で
き
な
く
な
る
と
思

う
と
不
安
に
な
る
」
な
ど
、
辛
い
話
ば
か
り
で

い
い
話
は
ま
っ
た
く
な
し
で
し
た
。

（
日
立
・
情
制
シ
）

年
々
残
業
予
算
が
削
ら
れ
て
き
て
い
て
、
残

業
す
る
と
上
長
か
ら
代
休
を
取
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
る
。
休
み
が
増
え
る
の
は
い
い
が
、
「
年

休
よ
り
も
代
休
が
優
先
」
と
い
う
考
え
方
が
定

着
し
て
お
り
、
代
休
が
取
れ
る
う
ち
は
年
休
を

取
ら
せ
て
も
え
な
い
。
代
休
を
取
れ
ば
残
業
手

当
て
も
減
る
の
で
、
生
活
を
考
え
れ
ば
毎
年
余

ら
せ
て
い
る
年
休
を
先
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）

協
力
体
制
が
重
要
だ
と
感
じ
る
。
同
じ
職
場

及
び
関
連
他
部
署
の
人
た
ち
共
々
、
相
手
の
状

況
を
配
慮
の
上
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
。
し
か
し
実
際
は
、
同
僚
に
協
力
し

な
い
、
一
方
で
、
子
供
の
調
子
が
悪
く
て
休
む

に
も
、
出
勤
を
強
要
、
脅
迫
す
る
人
が
い
る
等
、

至
る
所
で
、
協
力
体
制
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
と

感
じ
る
。
本
人
へ
の
働
き
か
け
の
他
に
、
周
囲

へ
の
働
き
か
け
も
重
要
だ
と
思
う
。
成
果

主
義

の
弊

害
か
な

？
？
。

（
日
立
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス
・

清
水
）

どど どど
うう うう
すす すす
るる るる
？？ ？？
仕仕 仕仕
事事 事事
がが がが
無無 無無
いい いい
日日 日日
々々々々

飲飲 飲飲
みみ みみ
会会 会会
でで でで
のの のの
話話 話話
はは はは

代代 代代
休休 休休
よよ よよ
りり りり
もも もも
年年 年年
休休 休休
をを をを

協協 協協
力力 力力
体体 体体
制制 制制

グローバルパフォーマンス
マネジメント導入について

男男 男男
性性 性性
のの のの
育育 育育
児児 児児
休休 休休
暇暇 暇暇
おお おお
勧勧 勧勧
めめ めめ
しし しし
まま まま
すす すす

『『『『育育育育休休休休後後後後にににに安安安安心心心心ししししてててて復復復復帰帰帰帰ででででききききるるるる職職職職場場場場ににににししししててててほほほほししししいいいい』』』』
今年、育休開けで職場復帰しました。休暇中は専業主婦生活に慣れた自分に仕事ができる

か不安でしたが、いざ始まると家事や育児とは違う働き甲斐を実感し不安は解消されました。

しかし、1年ぶりの職場は、人員が減らされ以前にも増して一人ひとりにしわ寄せがきて

いました。パートも正社員も忙しい、残業代は出ないがやることは増える、そんなことが常

態化しています。子育てのため長時間労働はできませんが、パートでは家計が成り立ちませ

ん。日本は最低賃金が低く、アメリカも1000円程度あります。最賃1000円あれば、パートで

働いてもずいぶん違います。ある電機大手メーカーは、日本では長時間労働を強いています

が、ドイツにある子会社では月20時間程度の残業ですんでいます。月20時間といえば、1日1

時間！それなら、ママもパパも正社員で働いていたって、家族の時間が作れるでしょう。次

世代を育むゆとりを奪う日本に未来はありません。自分の子育てを通じて、生の声を組合・

会社に届け、働き方もグローバル社会に見合ったものに変えていきたいです。

迎歓稿投


